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みんなのふるさど夢"プロジェクト

新名称｢あおぞら共 和国｣ 完成イタージ
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さど 夢”プロジェクト)新名称決定 ＠

あお ぞら共 和 国 ＠

事 務局 からの お知らせとご 報告
＠

はい 、ネットワー ク電 話 相談 室で す。＠

＜がんばれ!＞は財団法人日本児童教育振興財団からの助成を受けています。
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ぞら共和国
ｊ

のふるさど 夢”プロジェクト)｣新名称決定
2011 年７月に仁志田 博司さんを実行委員長に迎え｢ みんなのふるさど 夢 ”プロ

ジェクト｣ がスタートして３年、この間、開発の申請、地元説明会、開発工事、井戸の掘削

など進める一方、各地でのチャリティ講演会、チャリティ･ウォークなど一連の広報活動を

展開して、2013 年には一つ目のロッジに着工、いよいよ3 月２９日、その第1 号ロッジが

竣工し、４月には日本テレビ24 時間テレビから太陽光発電システムの寄贈を受けるこ

とになりました。

今はまだ３,０００坪の広い土 地に小さなロッジがポツンとありますが、この春には

第２号ロッジ建設に着手する予定です。ここまで来るまでには、本当に大勢の皆さんの

ご支援があってのことと心から感謝いたしております。

さて、これまで｢ みんなのふるさど 夢”プロジェクト｣ として企画を進めてきました。

第１号のロッジは５月から利用開始できるように準備を進めているところですが、

それに伴い、この施設全体の名称を決定させていただきました。

名称は昨年12 月までに会員や関係者から名称募集をしたところ、76 件( 重複含む) の

応 募があり、このうち新名称候 補を10 件に絞り、正会員の皆様に投 票していただいた

結果、新名称は

“ぬおぞら共和 国”O
に決定しました。

山梨県北杜市は日照

望

い

鸚鵡。
本－とされており、､また現地では真つ青な素晴らしい青空を

ることが出 来ずC
£W
念です。是非、白州 の現地までお運びj

を実 感してください。そして、“あおぞら共和 国”を皆さん

の手で育:でFjEiいうでFEさい。　　　　　　　　　　　　 ○万………=､､=∠……よ=ｴﾕ｡い。

新薯裾
昆 Ｆ １

おぞらIME和国”と決定しましたが、治 政i 裕:百体は続いています。｢

ふん
芯心､ 。S

と･ｉ･y プＯジi クト｣､｣:、広報､Z関すJJ:
心 蒔? 臨:Ξ11

ま７同様使用

して行く積りです。白
彗:ダ　　　　　　　　　　　　　●　　………゙ 71°l:1ﾇｿ戈゙

今回のく がんばれ!＞14 と3号では、仁志田 実行委員長ﾐ 設計
＆
当し
え
土 屋正一さ

ん、建築の棟梁である青柳大樹さん、開発を担当した小口博さん、太陽光発電システム

と施設運用を担当した畑秀二さんから寄稿して頂きました。 ＼

今回の設計思想や地元で長く守られてきている建築様式、開発に係る様々な苦労話や1

陽光など再生エネリ畔Xilr 関 連するシスラ＝ムなどを11介し
そ6 ます。

これらの考え方や技術に関するご質問があれば事務局までお寄せ下さい。
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ン 夢 が 現 実1 こy　　 Ｓ 卵･･

…
……　　 な り ま し た!

や

Ｕ ヽyJ

みんなのふるさど 夢”プロジェクト 実行委員長　　
三ﾌ　ｮ11孵 ｙＦ

みなさん夢 をみます か?　 と言っても眠っている時 に

みる夢 では なく、おき( 覚 醒し) ている時 にみる夢 のこと

です 。そ れは空 想や 異 次 元 の 世 界 へ の夢 であっても、

願 いや 祈りが そ の中 の 核 に在ります 。その 夢 の 漠 然と

し た核 が 、あ る形 を取 るのは多 分100 分 の 一 でしょう。

その漠 然とした形 が、目に見えるような計 画になるのは、

またそ の100 分 の 一でしょう、さらにそ の 計 画 が 実 行 に

移るようになるのは、またその100 分の 一でしょう。という

ことは 、夢 が 現 実 となるの は、100 万 分 の 一 程 度 なの

です 。でも、考 えて みてください 。たとえ100 万 分 の 一

でも、夢を見なかったらそれは零なのです。

白州プロジェクトのスタート時 の合 言 葉 は、｢夢 を見 よ

う、そしてその夢を形 に、形 を計画 に、計 画を現 実に｣ で

した。偶々実 行委 員 長 になった私 か、｢何も無くとも夢 が

ある、夢 を見よう｣、と会うた びに言っていた、と小 林 会 長

がどこかに書いていました。そうです 、す べては夢をみる

ことから始まりました。

-

仁志田 博司

な 叩

もう夢の段 階を過ぎましたので、｢白州夢プロジェクト｣

は新しい名 前に変 わらなければなりません。どんな名前

になるか楽しみです。でもどんな名前になっても、私たち

はいつも希望の夢がその中に染 み込んでいることを忘

れません。二Fどもが天才なのは、いつも夢を追っている

からです。私達も、子どもの心を持ち続けて、次の夢を探

しましょう!

３－
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全体計画の　

コンセプト

2011 年7 月の｢ みんなのふるさと夢プロジェクト｣発足

以 来、夢プロ実 行委員会、チャリティーウォークの参加

者、チャリティー講演会などを通じてたくさんの支援して

くださる方々によって、それぞ れの｢ 夢｣ が熱く語られて

きました。

たくさんの想いが詰まった｢夢｣ 。

難病のこどもたちや家族がなにひとつ煩わされる

ことなく過ごす事の出来る｢ふるさと｣の｢ 夢｣ 。

語られ たたくさんの｢ 夢｣ を、この白 州 の地 で｢ こども

た ちの ふるさと｣ として、たとえ長 い 時 間 が か かったと

しても、どのように作り上 げていくのか、これもまた楽しい｢

夢｣ です 。

当 該 計 画 地 は 、甲 斐 駒 ヶ岳 から北 東 に 釜 無 川 に

至 るゆるい 斜 面 の松 林 に位 置し、東 北 に八ヶ岳 連 峰を

眺 められるゆるや かな傾斜 地 の3000 坪 の土 地 です 。最

初 に訪 れた現 地 は、うっすらと雪 が残 る、松と雑 木 のさ

びしい 林でしたが、半 年後 には、数本 の木 だけが残され、

他はすべて伐採されて、倒された樹 のチップで 一面 が 覆

われていました。地 下55m の 井戸 から、白州 のおいしい

水も湧き、いよいよ建築 が 始まります 。ここに

建てられるロッジを中心とした建物は、この地

域の農家等に多くみられた伝統的な工法と予

算の許す限り自然素材を用い、また、自然エネ

ルギーを最大 限利用することを基本としてい

きます。

ここは、

・ 難病 や障害を 持つこ どもた ち、兄弟 児。

たち が中心の場所であること

・ 家 族にとって、安心して過ご せる場 所で

あること

・ 社会(地域)に開かれた場所であること

を最大の目標としています。

一級建築士 土屋 正一

こどもたちが 自由に駆 け回ることのできる直 径40m ほ

どの 大 きな広 場 を中心 に、2棟 を1 組とし、共 通 の｢ 小

さなテラス｣ をもった『ロッジ群 』と『センター棟 』、その 前

に設けられた『大 きなテラス』、そして『キッスハウス』が

広 場を囲 みます 。40m の 距 離 は、声 が 届き、気 配 の 感じ

られる距 離です 。この広 場で は、がんばれ共 和 国 キャン

プ の 人 気 プログラムの熱 気 球 乗りも実 現し たい で す 。

たとえロッジから出ることが できなくても、小さなテラス

を通して、ともにいる時 間を共有 することのできる空 間を

目指しています。ロッジ( 屋 内) → テラス(半 戸外) → 広 場(

屋 外) とつ ながる 空 間 は、そ れぞ れの場 所 で季 節 を

感じ、季 節 を 楽し み、人 の 気 配 を感じる場 所 となりま

す 。センター棟 の前 の、｢大 きなテラス｣ から広場 を通し

てそ の 先 の ステ ージとつ な がり、露 天 風 呂 、せ せ ら

ぎ、ジャブジャブ 池、洞窟 探 検と夢 は広 がります。

しかし、このコンセプトも今 のものであり、白州を夢 見る

多くの 大 たち の｢ 想 い｣ と｢ 知 恵｣ と｢ 労 力｣ によって、

創 りながら、語り合 いながら、時 間とともにど んどん変化

していくものと思います。出 来上 がりがどんな形になって

いくの か、ワクワクし ながら見 守り、参 加し ていきたいと

思 います 。

’l l･

・ ・ 二

－ ４－
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北杜 市小 淵 沢 町で 細々と工 務 店を営 んでおり、今 回

み んなの夢 を実 現 す るお 手 伝 いをさせ て 頂きました。

蔵 屋 工 務 店で は昔 からの日本の 技と日本 の 木を使い 、

自然な家 を作っています 。

当工 務 店 では折 置き組という工 法で 木 には1 本1 本

個 性やくせ などがあり職 人 がしっかり木と向き合い 適材

適 所に使 用す るという施 工をしていて、今 回取り入 れて

頂きました。特に昔 から一 番いい 家 の作り方 は家を建て

る 土 地 の近 い 山 から材 を切 り出し、山 の北 側 の 木 は

家 の北 側 、山 の南 側の 木 は家 の南 側にと、そ の土 地 の

気 候･日当たりになじんでいる木を使うといいと言います。

そこで当 工 務 店 では 山梨 県 材･近 県 材 にこだわって

使用しています。

折置き組とは、昔から伝 わる和小屋組みの一種で桁

と梁が噛み合うように固定される渡りあごという仕口で

接続します。簡単に言うと交差する木と本が噛み合うよ

うに凹凸を作り組み合わせるということです。渡りあごの

下には柱が必ず必 要になりますが、上からの荷重がす

べて柱に伝達され、渡りあごによってある程度水平剛性

と木の柔らかさを生かした施工方法です。柱と梁は、込

栓という木栓によって各部材が固定されるため、金物が

不要です。

先にも述べましたが、昔から一番いい 家の作り方 は家

を建 てる土地 の近 い 山から材を切り出しそ の土 地 の気

候･日当たりになじんでいる木を使うといいと言 います。普

段 からこの 考えに基づ き山梨県 産材･近 県材 にこだわっ

てやっています 。夢プロジェクトの土 地 はもともと赤 松 林

で造 成 時に伐 採した赤 松を製材し 乾燥させ たものがあ

りましたので、今 回そ の一 部を使 わせ てもらいこの土 地

の気 候 に一番 適した材を使 用してしっかりとした家 がで

きました。

ぜ ひ自然 の中 の自然な家 で深 呼吸しに来てください。

●

●

.II
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環境を考えて　
作りました

北杜 市･白州 は、甲斐駒ヶ岳や八ヶ岳の素晴らしい

山が 見え、天然 記 念 物 の 蝶 であ るオオムラサ キが

飛 び、南アルプスのおいしい水 が飲めて、日照時間の

長い太陽光が燦々と降り注ぐ｢山紫 水明｣を標榜する

素晴らしい自然のある場所です。

このような場所にある施設ですので、ここで使う電気

や 熱のエネルギーも石 油や原 子力といったものでは

なく、環境に優しいエネルギーを使いたい、それも、我々

の施設で産出した自前のものを使いたいと考えました。

最近では、それを実現できる太陽光や太陽熱を活用

するエコロジー技術が進んでいます。しかし、問題なの

は、初期設備費用が相当かかることです。ところが幸い

なことに、日本テレビの24 時 間テレビチャリティ委員会

からこの資金としての寄付をいただけることになり、この

結果、難病のこどもたちと家族が素晴らしい自然の中で

自然のエネルギーを使って過ごすという夢も実現できる

ことになりました。

図に示すように白州に燦々と降り注ぐ、太陽のエネル

ギーを電気と温水に変えて、使うシステムを構築していま

す。しかし、通常の住宅のように、ほぼ毎日、一定の電気

や温水を使うのと大きく条件が異なります。数日間という

短期 間に集中的に使うという利用パターンにおけるエネ

ルギーを、その時だけで産出するのは難しいのが現実

です。そこで、施 設を使 わない時に、少しずつ、電気や

温水 を貯 めておく蓄電 池 や温 水タンクを備 えており

ます。太陽光で発電した電気はLi-ｉｏｎ(リチウムイオン)

電 池に蓄電しておきます。それでも余 剰となる電気 は、

電力 会社に供給(売電)しておき、使用するときに、電力

会社より不足 分を売ってもらうことで、トータルでＣ０２

削 減を図るようにしています 。蓄電 池を備えることで

停電時にも備えることができます。温水を、環境を考慮

しながら作り出す方法は、いろいろとありますが、太陽の

熱で 直接、お湯を沸か す方 法が効 率 的であり、急 な

需要にも対応できる補助ボイラー付きの太陽熱温水器

－

畑 秀二

を選 びました。　しかし、課 題 は、施 設 が寒 冷 地 にあり、

冬場 には凍 結 の心 配があることで す。そこで、不 凍液を

介して熱を吸収 する温 水器を採 用してい ます。

また、将 来 的には2 号 棟 、3号 棟と建 物 は増 えて 行き、

最 終 的 には6 棟 になる予 定です 。その 際 は同時 に全 て

の 棟 でエ ネルギー使 うことは少 ない ため、各棟 のエ コ

システムを連 携し、余 ったエ ネルギ ーを融 通し合うこと

で、外 部 からのエネルギー 導 入を最 小 化できます 。これ

をＨＥＭＳ(ホーム･エネルギー･マネージメント･システム)と

いいます が、そ のミニ 版を将 来 的 には構 築したいと考え

ています。

多くの仮定にたった概算ですが、今 回、設置するエコ

システムがなく、全てを電力 会社からの電気( 元は現時

点では全 て石 油) と、灯 油やガスを用いての給湯を

行った場合に比べて、Ｃ０２を年に約900kg 減らすこと

ができ、地球 環境に貢献 できます。また、蓄 電容 量や

温水タンク容量に限界があり、全てのエネルギーを自前

の自然エネルギーで賄うことは出来ませんが、2／3 程度

は自前で賄える計算になります。

南アルプスの水を白州の太陽の熱で沸かしたお風呂に

入り、白州 の太陽の光で出来た電 気で調理したご馳

走を食べる。という最高の贅沢を味わいましょう。

６－
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「自律エネルギーコンセプト」

現地の

・太陽光で発電した電力

･太陽熱で沸かした湯

を使用し、外部からの化石燃料による

エネルギー使用を最小限化する。

みんなのふるさと夢プロジェクト　エコ･システム構成図
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白州
夢プロジェク
に携わって
甲府市 小口　博

久々に弘 毅兄 から電 話 がありました。｢今 度 、白 州 町

に難 病 の子どもの為 の施 設を創ることになった。土地 の

事は、山 梨に住 む博 が中心 になって取りまとめ、このプロ

ジェクトが 成 就するように頼 むよ｣との話 でした。平 成22

年 の秋 頃 の事 です 。急 なことで、最 初 は面 食らってしま

いました が、そ の後 、難 病 のこども支援 全 国ネットワーク

の小 林さんや仁志 田 先 生にもお 会いし、これまでの経 緯

や 現 状を伺 い 現 地を見 学したりして、大 凡 の 様 子 が わ

かりました。

ある施 設 を造ろうとする場 合 は、そ の立 地 条 件 により

候補 地を選ぶ のが 通常 で、最初 に土地ありきという経 験

はありませ んでし た。もし条 件 が満 たされない場 合 は、

計 画 を断 念しなけ れば ならない 場 合 もあ るからで す 。

最 初 、現 地 を 見 た 時 は、雑 木 林 のような 感じで 暗 い

イメージでした。また、総 面積 が1 万㎡を超 えていたので、

開 発が 可 能となって 施 設 が無 事 にできるだろうか …? と

心 配し まし た。そ れで も、難 病 ネットの 集りや 家 族 会 の

イベントなどに参 加するにつけ、自分 の中 にも白州夢プロ

ジェクトのような施 設( 正 式 名 称 は｢ あお ぞら共 和 国｣ に

決まりました) が 、どうしても必 要だとの気 持ちが 強く湧い

てきました。

そ の後 は 、私 か 何 時 も依 頼している㈲ 光 研 測 量 に

実 務を頼 み、地 元 の市 長や 関係 先 の公官 庁 にコンタクト

を取り、1万㎡ 未満 の 開発とし申請 することになりました。

開発 の難 易度を1 ランク下 げたことで、思ったよりスムーズ

に進 みましたが、排 水 の事で 問 題が 生じました。個 人 的

には、敷 地 内 に貯留 地を設け 、既 存 の道 路 側 溝を改 修

して 排 水 す れ ば 大 丈 夫 だと考 えてい まし た が 、池 は

－ ８

安 全 上 の 問 題があり、費用も掛 かる砕石 貯留 浸 透 槽 を

設 けなけ ればならなくなりました。この件を回 避しようと、

土 屋氏( 当社 社 員) と現 地 奥の排 水 路の確 保の探 索 及

び 道路 側 溝( 約5 百ｍ 強) の 本格 的 な改 修 の可 能 性を

検 討しましたが、費用や 許可 の事を考え断 念しました。

それからは、地 元 説明 会･井戸 掘 削 の同意･北杜 市の

開発 審査 会と順 調に進 みましたが、開発 担当とは違う中

北 建 設 事 務 所 の建 築 課 が 難 題 を言ってきました。この

時 、怒りと共に、まだまだ難 病 に対して偏 見を持っている

人が 居 ることを強く感じました。この 件 は、担 当 課 長 が

変 わった事も幸 いして、公官 庁 の 理解 も得られ、順調 に

進 んでいます 。

限 られた 予 算 の 中 で、開 発 に伴 う造 成 工 事 業 者を

決定 するにあたって は、難病 ネットのスタッフの皆さんの

力 を借りて何 とか 乗 り越 え、工 事･ 開 発 検 査も無 事 に

終 えて現状に至っております 。

これまで、大 規模 な開 発も何 回 か手 掛 けてきました。

何 時 もプレッシャーと不 安 を伴 いながらでしたが、今 回

は、取 り掛 かってからは 不 思 議 に不 可 能になるという

考えは 一 度もよぎることなく、また少しも臆 することなく立

ち向うことができました。これもひとえに、難 病ネットの皆さ

ん、また親 の会 の皆さんの熱 い思 いが 、私を突き動 かし

てくれたのではない かと感じています 。これからも、何 か

と問 題 が 生 ずると思 います が、皆 さんと共 に乗り越 えて｢

あおぞら共 和 国｣ を創っていきたいと思 います。

磁 )}
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あおぞら共和国

[あおぞら共和国]ロッジ1 号棟、形が見えてきました!
昨 年12 月16 日、ロッジ1 号棟 の 上棟 式を執り行い、2月

初 旬 には外 壁 が 張られ、いよいよロッジの形 が 見 えて

きました。

師走 の晴 れ上 がった 青空 のもと、工事 関 係 者 や難 病

ネット関係 者など約30 名 の 方々にご 参 加い ただき、上 棟

式を無事 執り行うことが出来 ました。

上 棟 式 は棟 梁 の 青 柳 大 樹さんと、仁志 田実 行 委 員

長、小 林 会 長 が建 物 の 四 方 にお 神 酒、塩 、米をまい て

清めの儀式を行い、幣束( ヘイグシ)の両側 面に、仁志 田

実行 委 員長 、小 林 会 長 が名 前を書き入 れ、本来 は天 井

裏に収 めるのです が 、ロッジには 天井 が 無 い ので東 側

の壁面 内に収めました。その後、乾杯をして直 会(なおらい)(

宴 会) となり、白 州ではいつもお 世 話 になっている青 柳

さんご一 家 の｢ ほうとう｣ や、ご 近 所 の鳳 来 苑さんからの

① 上棟式

③ 直会(なおらい)

ご 厚 意 で差し入 れてい ただい た 巻きずし、茶 わん蒸し

などをごちそうになり、和 やかなうちに散会となりました。

工 事 は12 月中 に屋 根 工 事 の断 熱 材、防 音 材、天 窓、

防 水シート張りまでおこない、1月からは屋 根の鋼 板 葺き、

窓 サッシの 取 り付 け 、外 壁 の 透 湿 シート張 りと進 み、

現 在 、外 壁 の板 張りが 終了し、内 装 工 事 や電 気 配 線

工 事 が始まっているところです 。

2月8日の大 雪では、あまり積 雪 のない 白州 の現 地でも50cm

の雪 が 積もりビックリしています 。みんなのふるさと

“夢" プロジェクトの新 名 称 も決まり、今 春 の3 月末 には

竣 工 式 の 予 定で す。現 在 、運用 部 会ではロッジの 予 約

や利 用 方 法、備 品類( 電化 製 品 、寝 具、食 器等) の 調達

などの検 討 をしており、初 夏 からの利 用 開始を目指して

います。皆さんお楽しみに。

② 幣束(ヘイグシ)を持つ小林会長と仁志田実行委員長

－ ９－
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⑤ 屋根葺き､窓サッシ取り付け

⑦ 外壁張り

⑥ 透湿シート張り

S － ミ ' 1 ｀ ･ ･ M
●¶ a¶ ･ ･ ･

J 丁 . .

⑧ 雪の中のロッジ1号棟
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